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６月の
定例会

全員リレー アンカー同士のデッドヒート／富岡幼・小・中運動会

明るく元気に学ぶ姿を実感
～学校訪問～
明るく元気に学ぶ姿を実感
～学校訪問～
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特定復興再生拠点計画の概要

●●2

●●7 ズバリ!! 町政を問う
２議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
２議員が質問
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帰還困難区域復興元年 特定復興再生拠点計画の概要特定復興再生拠点計画の概要

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号3 22

既存の夜ノ森駅舎は解体予定

平成32年８月の一部供用開始を目指す

【除染の基本方針】
・除染・解体はA地区→B地区→C地区の順に実施
・建物所有者に事前説明を行い、意向を確認
【今後の動き】
・A地区の宅地等の事前調査と除染の同意取得
・６月11日より建物解体の申請受付
　※拠点区域内全ての建物が対象

・除染・解体工事は公共施設等から実施
　※除染の同意取得状況に合わせて、A地区宅地等から
　　 工事を実施

【除染エリア】

A地区

大菅行政区
夜の森駅前北行政区
夜の森駅前南行政区
新夜ノ森行政区

B地区 新夜ノ森行政区

C地区 新夜ノ森行政区

先行除染エリア 主に主要道路から50ｍの範囲

問　
平
成
32
年
の
復
興
創

生
期
間
後
も
、
国
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
整
備
し
て

も
ら
え
る
の
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
復
興
庁

　

国
が
認
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
復
興
創
生
期
間
後

も
責
任
を
持
っ
て
避
難
指

示
解
除
に
向
け
た
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
夜
ノ
森
駅
開
通
に
伴

い
、
周
辺
地
域
を
先
行
し

て
避
難
指
示
を
解
除
す
る

考
え
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
長

　

夜
ノ
森
駅
を
利
用
し
や

す
く
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状

態
に
は
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
範
囲
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
除
染
状
況

や
放
射
線
量
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
人
と
桜
の
共
生
に
は
、

桜
の
保
全
に
よ
る
公
園
の

原
状
復
旧
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
的
な
発
展
も
必
要
と

考
え
る
が
、
国
の
考
え
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
復
興
庁

　

桜
の
除
染
に
よ
る
公
園

の
原
状
復
旧
で
終
わ
り
で

は
な
く
、
観
光
資
源
と
し

て
や
町
民
の
思
い
な
ど
、

様
々
な
視
点
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
町
と
相

談
し
な
が
ら
整
備
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

質

応
疑疑

答答

【供用開始】
平成32年８月再開通時に一部供用

【概算事業費】
基本調査・計画 　　1100万円
詳細設計　　　 　　１億400万円
整備工事（EV含む）　９億1300万円

東西自由通路

【森林再生モデルゾーン】

【人と桜の共生ゾーン】
良好な居住地としての機能の再生と桜をは
じめとした緑豊かな環境を目指します。

【沿道型商業活性化ゾーン】
既存商業施設の再生や拡充、新たな企業を
誘致するための環境を目指します。

【農用地活用ゾーン】
営農再開、農業法人化による新たな農業、
イノベーションコースト構想に関連した産
業を集積するための環境を目指します。
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定例会　人事案件・条例改正 定例会・臨時会　工事契約・不動産の取得

人
事
案
件

人
事
案
件

条
例
改
正

条
例
改
正

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

工
事
契
約

工
事
契
約

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号5 44

【第一中学校北校舎を改修】
　今年４月に再開した富岡第一中学校
北校舎改修工事の請負契約について、
可決しました。

（５月臨時会　全会一致・原案可決）

【工事請負契約の概要】
○名称  富岡第一中学校第２期改修工事
○工期  平成30年12月25日まで
○契約金額  １億4000万400円
○契約相手方  富岡町大字小浜字反町24-4
　　　　　　  ㈱倉伸

【アーカイブ施設整備に伴う不動産を取得】
　富岡町アーカイブ施設整備事業に
伴う不動産の取得について、可決し
ました。

（６月定例会　全会一致・原案可決）

【取得する不動産】
○土地  アーカイブ施設整備事業区域内
　　　  （王塚）
○面積  11,529㎡
○取得予定価格  4035万1500円

【認定こども園を整備】
　来年４月に開園を予定している認定
こども園整備工事の請負契約について、
可決しました。

（５月臨時会　全会一致・原案可決）

【工事請負契約の概要】
○名称  富岡町認定こども園整備工事
○工期  平成31年３月15日まで
○契約金額  ３億5769万6000円
○契約相手方  富岡町大字小浜字反町24-4 
　　　　　　　 ㈱倉伸

【産業団地整備に伴う不動産を取得】
　富岡町産業団地整備事業に伴う不
動産の取得について、可決しました。

（６月定例会　全会一致・原案可決）

【取得する不動産】
○土地  産業団地整備事業区域内
　　　  （上郡山）
○面積  24,240.32㎡
○取得予定価格  7999万9159円

【農業委員の選出方法が変更になりました】
《変更前》
公選（一般選挙）12名　推薦６名
《変更後》
議会の同意を得て、町長が任命　10名（農業に関する
識見を有し、農業委員会の業務を適正に行えるもの）

【6月定例会のあらまし】
　平成30年６月定例会は６月13日から14日まで２日間の会期で開催しました。
　条例の一部改正案件や人事案件、不動産の取得案件、平成30年度一般会計補正予算など、計20
件の議案を慎重に審議し、可決19件、否決１件（人事案件）となりました。
　一般質問では２議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問いただしました。

【請願・陳情とは】
　町民の皆さんが町政についての意見やしてほしいことを文書に
して、直接町議会に提出する制度です。
　「請願」の申請に特別な様式はありません。表題（件名）、要望理由、
要望事項、提出年月日、氏名（法人、団体は名称と代表者名）、紹介
議員を記載して、押印されたものを議長あてに提出してください。
　紹介議員のないものは、「陳情」として取り扱います。

【大阪北部地震により被害を受けた大阪府に義援金を送付】
　富岡町議会では各議員からお見舞い金をお預かりし、義援金
として大阪府に30万円を送付いたしました。
　被害に遭われた大阪府の皆様にお役立ていただくことを望む
とともに、１日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

農
業
委
員
会
委
員
を

同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
９
名

を
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
７
月

８
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

肉
用
雌
牛
貸
付
審
査
委

員
会
委
員
構
成
を
改
正

　

双
葉
畜
産
農
業
協
同
組

合
が
解
散
し
た
こ
と
か
ら
、

貸
付
審
査
委
員
会
の
委
員

構
成
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

平
成
30
年
度
国
民
健
康

保
険
税
額
を
算
定

　

国
民
健
康
保
険
税
施

行
令
の
一
部
改
正
と
平
成

30
年
度
課
税
額
算
定
に

伴
い
改
正
し
ま
し
た
。

アーカイブ施設
予定地

学びの森

富岡町役場

廃炉国際共同
研究センター

ふたば
医療センター

ENEOS
猪狩商店

セブンイレブン
上郡山店

至
仙
台

国
道
６
号
線

至
い
わ
き

産業団地
予定地

富岡第一中学校北校舎を改修

アーカイブ施設建設予定地位置図

富岡保育所を認定こども園として整備

産業団地整備予定地位置図

双葉畜産農業協同組合の現況

※
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の

平
成
29
年
中
の
基
準
所
得
額

を
合
算
し
た
額
が
600
万
円
以

下
の
世
帯
は
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免

と
な
る
。

　

な
お
、
帰
還
困
難
区
域
の
方

は
引
き
続
き
減
免
と
な
る
。

（
６
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

渡　

邉　

康　

男　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
毛
萱
）

渡　

辺　
　
　

伸　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
王
塚
）

林　
　
　

秀　

樹　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
下
千
里
）

小　

坂　

竜　

也　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
下
千
里
）

原　

田　

八
十
治　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
仏
浜
）

遠　

藤　

則　

政　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
津
戸
）

渡　

辺　

高　

一　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
岩
井
戸
）

笹　

山　

光　

政　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
新
夜
ノ
森
）

佐　

藤　
　
　

忠　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
新
夜
ノ
森
）

※
順
不
同

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決
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定例会　補正予算
一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

６月定例会の一般質問に２議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

２議員が
質　問

ズバリ

うを

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

■ 安藤　正純 議員 …………………… ８
◯特定廃棄物に課税しては
◯小良ヶ浜・深谷地区への支援策は

■ 高野　匠美 議員 …………………… ９
◯福祉・介護 今後の取り組みは

動画配信中！

1

2

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号7 66

一般会計一般会計

《２億8702万円を増額補正》

　夜ノ森駅東西自由通路調査設計委託料等の計上により、２億8702万円の増額補正を
行い、総額160億7111万円となりました。
　補正のあった主な事業は下表のとおりです。

事　業　内　容　（費目名） 補正予算額

いわき支所嘱託員報酬等（財産管理費） 569万円増

ふくしまの恵みPR支援事業業務委託料（農業振興費） 138万円増

プレミアム商品券販売委託料等（商工業振興費） 815万円増

夜ノ森駅東西自由通路調査設計委託料等（道路新設改良費） １億8500万円増

学校管理用備品等（小・中学校管理費） 398万円増

小・中学校教育用コンピュータ整備事業（教育振興費） 565万円増

保存建築物の修繕工事費追加分等（歴史民俗資料館費） 1018万円増

その他（体育施設管理費など） 6699万円増

問　
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
放
射
線

量
の
目
標
値
は
設
定
し
て

い
る
か
。（
高
橋
実
）

答　
健
康
福
祉
課
長

　

目
標
値
は
設
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
放
射
線
量
を
で

き
る
限
り
下
げ
る
た
め
、

徹
底
し
た
除
染
を
実
施
し

ま
す
。

問　
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費

の
財
源
は
。
ま
た
町
の
手

出
し
分
は
あ
る
の
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
企
画
課
長

　

本
事
業
の
財
源
と
し
て
、

福
島
再
生
加
速
化
交
付
金

を
３
／
４
、
残
り
の
不
足

す
る
財
源
に
復
興
特
別
交

付
金
を
充
当
い
た
し
ま
す

の
で
、
町
の
※
単
独
費
支
出

分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
単
独
費
…
自
主
財
源
。

補
助
金
等
と
違
い
、
使

い
み
ち
に
制
約
が
な
い
。

問　
産
業
団
地
整
備
事
業

に
伴
う
不
動
産
の
取
得
に

つ
い
て
、
町
が
用
地
を
取

得
す
る
時
期
に
よ
っ
て
取

得
金
額
に
差
が
つ
く
こ
と

は
な
い
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
復
旧
課
長

　

宅
地
、
田
、
山
林
な
ど
、

地
目
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

た
金
額
で
取
得
し
ま
す
の

で
、取
得
す
る
時
期
に
よ
っ

て
金
額
が
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　
夜
ノ
森
駅
舎
の
移
築

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
拠
点
整
備
課
長

　

平
成
32
年
度
に
東
西
自

由
通
路
の
供
用
を
開
始
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
夜
ノ
森
駅
舎
は
解
体

し
な
い
と
工
期
的
に
間
に

合
い
ま
せ
ん
の
で
、
移
築

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答　
町
長　

こ
れ
ま
で
移

築
を
含
め
た
様
々
な
議
論

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
夜
ノ
森
駅
舎
が
帰
還

困
難
区
域
内
の
建
物
だ
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
放
射

線
量
の
問
題
か
ら
も
今
回
、

解
体
と
い
う
決
断
を
し
ま

し
た
。

答　
教
育
総
務
課
長

　

ア
ー
カ
イ
ブ
で
、
夜
ノ

森
駅
舎
の
思
い
で
を
記
録

と
し
て
残
せ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

質

応
疑疑

答答
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ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号9 88

安藤 正純 議員高野 匠美 議員

問　
富
岡
町
高
齢
者
福

祉
計
画
及
び
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定

に
お
け
る
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答　
町
長　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
る
な
ど
、
国
や
県
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
福
祉
・
介

護
の
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

問　
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
町
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

健
康
体
操
教
室
や
元

問　
特
定
廃
棄
物
管
理

型
処
分
場
で
最
終
処
分

さ
れ
る
特
定
廃
棄
物
に

課
税
す
べ
き
で
は
。

答　
総
務
課
長

　

総
務
大
臣
の
同
意
を

得
て
法
定
外
普
通
税
を

課
す
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
本
事
業
は
国
の
直

轄
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
が

国
に
税
を
課
す
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。

問　
国
に
課
税
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
特
定

廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
た

原
因
者
で
あ
る
東
京
電

力
に
課
税
す
べ
き
で
は
。

気
ア
ッ
プ
教
室
、
介
護

予
防
教
室
等
を
町
内
関

係
機
関
に
委
託
を
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
高
齢
者
に
対
す
る

訪
問
、
見
守
り
体
制
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

高
齢
者
個
々
人
の
状

況
に
つ
い
て
、
町
と
社
会

福
祉
協
議
会
、
本
町
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

連
携
し
て
現
状
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
把
握
し
た
状
況

に
応
じ
て
、
今
後
我
々

が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

答　
総
務
課
長

　

特
定
廃
棄
物
の
最
終

処
分
を
受
け
入
れ
る
当

町
に
対
し
て
、
東
京
電

力
が
ど
の
よ
う
な
賠
償

が
可
能
な
の
か
、
行
政

賠
償
の
中
で
協
議
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
福
島
第
二
原
発
が

廃
炉
と
な
っ
た
場
合
に
、

建
物
に
対
す
る
償
却
資

産
税
が
課
税
で
き
な
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

最
終
処
分
場
が
決
ま
ら

な
い
ま
ま
残
さ
れ
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

に
課
税
で
き
る
し
く
み

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　
町
長　

福
島
第
二

原
発
の
廃
炉
が
完
全
に

な
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

運
転
し
て
い
た
時
と
同

じ
よ
う
に
交
付
税
を
受

け
取
れ
る
よ
う
、
楢
葉

町
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

国
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
滝
川
ダ
ム
の
償
還

金
に
つ
い
て
、
減
免
措

置
を
主
張
す
べ
き
で
は
。

答　
総
務
課
長

　

原
子
力
損
害
紛
争
審

査
会
で
は
、
原
則
と
し

て
ダ
ム
に
は
損
害
は
な
い

と
の
共
通
見
解
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
は
、
原

子
力
事
故
以
降
に
農
業

者
が
水
を
利
用
で
き
な

か
っ
た
原
因
や
期
間
、
損

害
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

検
証
し
、
所
有
者
で
あ

る
福
島
県
や
ダ
ム
の
利

益
を
受
け
る
土
地
改
良

区
と
統
一
し
た
理
解
を
持

ち
な
が
ら
、
東
京
電
力

と
継
続
的
な
協
議
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
被
災
者
再
建
支
援

金
制
度
に
お
い
て
、
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域

外
と
な
っ
た
小
良
ヶ
浜
・

深
谷
地
区
に
格
差
を
生

じ
さ
せ
な
い
た
め
の
支

援
策
は
。

答　
企
画
課
長

　

区
域
外
と
な
っ
た
地

域
は
、
除
染
・
解
体
を

し
な
い
こ
と
に
な
り
格

差
は
生
じ
ま
す
が
、
復

興
庁
と
継
続
的
な
協
議

を
行
い
、
支
援
策
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

福
島
県
再
建
支
援
金

制
度
は
、
毎
年
県
か
ら

町
に
継
続
等
に
関
す
る

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
町
と
し
て
制
度

の
継
続
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

計
画
を
立
て
て
い
る
段

階
で
す
。

問　
土
日
や
祝
日
の
見

守
り
活
動
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

土
日
や
祝
日
の
見
守

り
活
動
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
緊
急
時
に
は
ふ
た

ば
医
療
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問　
老
々
介
護
や
在
宅

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
支
援
体
制
は
。

答　
町
長　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
中
で
見
守
り
体
制

を
強
化
す
る
な
ど
、
要

介
護
者
や
介
護
者
が
孤

立
せ
ず
に
相
談
で
き
る

仕
組
み
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
介
護
す
る
方（
ケ
ア

ラ
ー
）が
集
ま
れ
る
場
所

の
設
置
や
ケ
ア
ラ
ー
手

帳
※
の
交
付
を
考
え
て

は
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

他
自
治
体
の
取
り
組

み
等
を
調
査
し
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

※
介
護
し
て
い
る
方
に

も
自
分
の
心
や
体
、

健
康
に
気
を
配
っ
て

も
ら
う
た
め
の
手
帳

問　
認
知
症
に
対
す
る

町
の
取
り
組
み
は
。

答　
町
長　

認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
早
期
発
見

と
早
期
治
療
へ
の
対
応

を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
徘
徊
な
ど
に
よ
る

行
方
不
明
や
事
故
な
ど

を
未
然
に
防
止
す
る
対

策
は
。

答　
町
長　

地
域
の
見

守
り
活
動
と
合
わ
せ
て
、

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
策

定
す
る
な
ど
、
認
知
症

に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

問　
成
年
後
見
制
度
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

答　
町
長　

職
員
研
修

等
を
通
じ
て
、
制
度
理

解
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
答

特定廃棄物に課税しては
町が国に課税することはできない

問
答

福祉・介護 今後の取り組みは
地域包括ケアシステムを構築

問答
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
へ
の
支
援
策
は

復
興
庁
と
継
続
的
に
協
議
す
る

多額の償還金が残る滝川ダム
（残債　約26億9000万円）

町内で様々な教室が開かれている
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Q 町内でショートステイができる施設整備の見通しは。

A ショートステイに限らず、町内にお住まいの高齢者に対する支援の重要性は十分に認
識しています。現在、様々な方策を模索している段階ですが、12月までには方向性
を示せるようにしたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　【健康福祉課】

Q アーカイブ施設の必要性は感じているが、
ランニングコストが抑えられる運営方法を検討しては。

A 基本構想の段階では施設面積が4000㎡でしたが、基本設計では2400㎡に縮小しま
した。施設の規模とともに、ランニングコストも運営していく上でとても重要ですので、
今後十分に注意しながら事業を進めていきたいと考えます。　　　　【教育総務課】

Q こども広場（地域交流館）の供用開始予定時期は。
A 平成32年１月（さくらモール北側）を予定しています。　　　　　　　【健康福祉課】

Q 帰還困難区域の世帯に、入域可能な新ゲート設置のお知らせをすべきでは。

A 帰還困難区域の世帯には、内閣府と協議し、直接ダイレクトメールを送付する準備を
進めています。　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　【住民課】

一橋ゲート 新夜ノ森東ゲート

Q 空き地・空き家バンクの実績は。

A 平成30年5月21日現在
申請登録件数79件　　台帳登録件数28件　　利用申請件数13件　　成約件数0件

【企画課】　　

Q 税の公平性の観点からも、滞納処分を実施する時期に来ていると思うが。

A 滞納者の避難状況を確認しながら、預金調査や給与調査の実施を検討し、滞納処分を
進めていきたいと考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【税務課】

Q 町内の災害公営住宅に空きが多いと聞いている。
震災時富岡町民だった方以外の住民登録者も入居できるよう、要件を緩和しては。

A 「建設後５年間は今の入居要件で募集してください」という災害公営住宅の取り決めが
あるので、現時点での要件緩和はできない状況です。　　　　　　　　　【総務課】

全64戸中空き13戸（曲田第一団地） 全50室中空き23室（栄町団地）
※平成30年7月10日現在

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
住
民
課

○
健
康
福
祉
課

○
教
育
総
務
課

○
出
納
室

○
議
会
事
務
局

総務常任委員会
委員長　渡辺三男 副委員長　安藤正純 １番　渡辺高一 ２番　遠藤一善 ３番　宇佐神幸一 ４番　渡辺英博 ５番　黒澤英男

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号11 1010
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Q 今後、特定復興再生拠点区域内の除染・解体工事が始まる。
工事を受注した事業者は事故等に早急に対応するため、きちんと町内に事業所を
設置するように指導するべきでは。

A 万が一の事故等に早急に対応できる体制を構築するため、受注した事業者が町内に事
務所を設けるのは当然だと認識しています。今後発注者である環境省にも強く要望し
たいと考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【復興推進課】

Q 仮設住宅入居者で、今後の住宅再建が未定の方については、
町営住宅の改修スケジュール等も考慮しながら、町内帰還も選択肢の一つとして
考えてもらえるような周知と説明をしては。

A 町内帰還者への補助制度や町営住宅の整備方針等をしっかりと説明し、町内への帰還
も選択肢の一つとしてもらえるようにしたいと考えます。　　　　　　【郡山支所】

王塚第二町営住宅 王塚第三町営住宅

Q 浄化槽の修繕に対する補助は。
A 業者が点検し、入れ替えが必要との判断が出た場合には補助の対象となります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【復旧課】

Q 夜ノ森駅を整備するにあたって、西口にトイレが必要では。
A 既存予算の範囲内での整備を検討しています。　　　　　　　　　　【拠点整備課】

Q さくらモールとみおかの優先駐車場に作業員の車両が駐車されていることが
多いと感じる。 きちんとマナーを守るように周知してほしいが。

A 館内放送を流したり、立て看板を設置したりするなど、駐車場の利用ルールを守って
もらえる方策を講じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【産業振興課】

Q 桜のライトアップの開始時期は、開花状況に合わせて臨機応変に対応してほしいが。
A 桜の開花状況をこまめに確認し、とみおかプラスと連携しながら、適切な時期にライ

トアップが始められるような体制を整えます。　　　　　　　　　　【産業振興課】
Q 防災備蓄倉庫の整備スケジュールは。
A 平成30年度に実施設計を行い、平成31年度に完成予定です。

Q 備蓄品の保存期間は。
A 食料、飲料水の保存期間は概ね5年です。消費期限が近付いた備蓄品については、訓

練やイベント等で使用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　【生活環境課】

分散倉庫：旧西原倉庫

拠点倉庫：旧スポーツ交流館跡地（予定）

分散倉庫：旧夜の森児童館

【
所
管
課
】

○
復
旧
課

○
復
興
推
進
課

○
拠
点
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
産
業
振
興
課

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

◇町内３箇所に整備
　※既存の建物を解体後、倉庫を建設
◇備蓄数量　1,500人分
◇備蓄品目
　①対象者数×3食×3日分の食料・飲料水
　②避難所設営に係る各種資機材

委員長　早川恒久 副委員長　堀本典明 １番　渡辺正道 ２番　高野匠美 ３番　高野泰 ４番　高橋実 ５番　塚野芳美

産業復興常任委員会

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号13 1212
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原子力等
特別委員会

総務常任
委員会

要望① 構造体撤去後の安全性を示せ

要望③ 放射線濃度検査費用を賠償対象に

要望② トリチウム汚染水で実証実験を

要望④ 損害超過分に該当する具体例を示せ

遠藤一善議員

渡辺三男議員

安藤正純議員

安藤正純議員

東京電力㈱

東京電力㈱

東京電力㈱

東京電力㈱

リフォーム時に発生する廃棄物の放射線濃度検査
にかかる費用をしっかりと賠償の対象としてほし
い。

原子炉建屋からガレキを取り除く際に支障となる構造体
を撤去するためには、保護措置をしないと簡単には撤去で
きない。撤去しても安全であることを数値で示すべきでは。

トリチウムについて、魚を使った実証実験も含めて、
国際的に様々な研究がなされていると考えます。そ
れらの情報を集めて、地域の皆さまにわかりやすく
発信していきたいと考えます。

損害の状況を個別具体的にお聞きし、指針や法律に照らし
合わせて、適切な対応を心がけた結果が、現在の600件
中１件の該当となっています。今後も個別の事情をお聞き
し、法律に則った適切な対応をしていきたいと考えます。

現時点では明確な賠償基準がありません。次回の
原子力等特別委員会までに検討し、明確な回答が
できるようにします。

次回の原子力等特別委員会までに、構造体を撤去
しても安全であることを数値でしっかりと明示し
ます。

多核種除去設備でもトリチウムは除去できず、汚染水
が増え続ける状況は変わっていない。今後を見据え、
トリチウム汚染水で魚を飼育するなどの実証実験を行
い、生物にどのような影響を与えるか検証すべきでは。

営業損害の超過分を請求した事業者（600件）のうち、
請求が認められたのは1件のみだと聞いた。どのよう
な場合が営業損害の超過分に該当するのか、具体例を
示し、もっと被災者に寄り添った対応をすべきでは。

明るく元気に学ぶ姿を実感

訪問日時：平成30年７月３日　９：00〜11：00
○預かり保育　４名
○小学生　13名（富岡町在住11名、いわき市在住２名）
　※いわき市在住児童は電車で通学
○中学生　４名（富岡町在住３名、広野町在住１名）
○安全管理を徹底した上での開かれた学校
○多世代間交流により社会性を育む教育
　※地域住民の交流の場として、ホールを開放

訪問日時：平成30年７月３日　12：30〜14：30
○幼稚園　４名　　小学生　12名　　中学生　10名
○平成34年３月の廃校が決定している
○三春校で学び、富岡を思う教育
　※三春校の歴史が富岡校の歴史をつなぐ
○富岡校との交流を大切にした学習
○体を動かすことを楽しめる環境づくり
○近隣他校とのスポーツ等を通じての交流

〜学校訪問〜

対話形式の授業で理解も深まる

富岡校とネット回線をつないで交流

富岡校

三春校

【
富
岡
校
】

問　
開
か
れ
た
学
校
を
目

指
す
上
で
、
必
要
な
安
全
管

理
体
制
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
学
校
長

　

学
校
支
援
員
５
名
を
配
置

し
、
必
ず
誰
か
が
学
校
を
見

守
っ
て
い
る
状
況
を
作
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
全
て
の
教
室

の
ド
ア
の
鍵
を
内
側
か
ら
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

安
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

問　

富
岡
校
で
学
ぶ
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

（
渡
辺
英
博
）

答　
学
校
長

　

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て

多
年
代
で
交
流
で
き
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
幅
広
い

年
代
の
方
々
と
学
校
内
で
交

流
で
き
る
こ
と
で
、
穏
や
か

な
学
校
生
活
が
送
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
人
数
で
あ
る

た
め
に
同
年
代
の
子
ど
も
た

ち
と
の
意
見
交
換
の
場
が
少

な
い
の
で
、
多
面
的
な
考
え

方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
、
ラ
イ
ブ
授
業
や
プ
ー
ル

学
習
を
通
じ
て
、
他
校
と
の

交
流
も
促
進
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
三
春
校
】

問　
遠
距
離
通
学
を
し
て

い
る
子
ど
も
が
多
い
た
め
、

放
課
後
、
塾
に
通
う
の
も
難

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

学
校
と
し
て
、
受
験
対
策
は

し
て
い
る
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
学
校
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
出
発
時

間
ま
で
、
教
師
が
つ
い
て
学

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
夏
休
み
に
向
け
た
学
習

支
援
体
制
を
協
議
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
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　  様々なイベント等で、町民 　 の方から多く聞かれるのは　
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。  

　皆様の先が見えない不安を 　少しでも解消できるように、
富岡町の現状を　 お伝えします。

　  様々なイベント等で、町民 　 の方から多く聞かれるのは　
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。  

　皆様の先が見えない不安を 　少しでも解消できるように、
富岡町の現状を　 お伝えします。

Step.12

富岡川

至いわき

至
富
岡
駅

常
磐
線

163

至相馬

富岡町文化
交流センター

福島県ふたば医療センター
附属病院

富岡町役場

JAEA

法務局

双葉
警察署

さくらモール
とみおか

ローソン

❶❶

❷❷

❹❹

❸❸

復興への あゆみ復興への あゆみ

③ぼっけもんが開店

○所在地：富岡町大字本岡字関ノ前 200-1
○営業時間：10：00～15：00
　　　　　　17：00～22：00〈ラストオーダー 21：30〉
○定休日：日曜日

【富岡消防署】
○所在地：富岡町大字本岡字王塚 673-3（福島地方法務局 富岡出張所西側）
○連絡先：0240-22-2119

①富岡消防署新庁舎が完成　移転

②富岡第一中学校に屋内プールが完成
④さくら屋が開店

○所在地：富岡町大字小浜字中央 416
　　　　　（さくらモールとみおか内）
○営業時間：11：00～19：00 笑顔いっぱいのプール授業富岡第一中学校プール外観

とみおか議会だより 195号とみおか議会だより 195号17 1616



●９月定例会は、11日（火）～13日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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編  
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記

発
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責
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議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長 

堀
本
典
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副
委
員
長 

渡
辺
高
一

委

　員 

渡
辺
正
道

委

　員 

高
野
匠
美

委

　員 

遠
藤
一
善

委

　員 

安
藤
正
純

議

　長 

塚
野
芳
美

富岡町議会 で

ち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

　７月11日に新庁舎が開所した富岡消防署の署長に金澤文男
さんが着任されました。

Q. 今後の双葉郡内の消防活動について、
どのようなことが必要だと感じていますか。

Ａ. 双葉消防は、東北地方太平洋沖地震により発生した複合災
害に対し、継続しその被害軽減のため対応をしてきました。

　  本邦初の災害に、自らが持てる知識・戦術・資機材を活用
し対応していく中で、総務省消防庁、福島県をはじめ多くの
皆様からご支援やご協力をいただき、現在の活動があるも
のと思っています。これまでの災害対応の課題は、各種活動
要綱や活動マニュアルを作成し、関係機関と訓練を実施し、
随時見直しを図っているところです。

　　全国で発生している自然災害や人為的災害は複雑多様化し
ており、双葉郡内での発生も想定した準備、研修及び訓練
の充実が必要だと思っています。

Q. 富岡町民の皆さんへメッセージをお願いします。
Ａ. 富岡消防署は、役場・警察等の公的機関の帰還・再開に伴い、平成27年11月１日から富岡町消防団第一分団屯

所を借用し、一部機能を再開しておりましたが、関係各位のご尽力により新庁舎が完成し、７月１日から富岡消防
署新庁舎に人員・車両・業務の全機能を移転し業務を再開しました。

　  富岡町の一部地域を除き避難が解除され１年３ヶ月が過ぎ、居住人口や車両の往来も多くなり、災害発生要因は
増加しています。消防は持てる消防力を十二分に発揮し、予防消防、被害の軽減に努めます。

金澤文男　富岡消防署長
双葉郡大熊町出身

【略歴】
昭和58年　双葉地方広域市町村圏組合
　　　　　  消防吏員拝命
平成11年　救急救命士資格取得
平成24年　富岡消防署楢葉分署副分署長
平成25年　浪江消防署副署長
平成26年　消防本部消防課長
平成30年　富岡消防署長

　

避
難
指
示
解
除
か
ら
１
年
が
過

ぎ
、
帰
還
困
難
区
域
の
特
定
復
興

再
生
拠
点
整
備
も
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
小
中
学
校
も
４
月
か
ら

一
中
校
舎
に
て
再
開
さ
れ
、
屋
内

プ
ー
ル
も
完
成
し
ま
し
た
。

　

表
紙
は
富
岡
校
、
三
春
校
合
同 

幼
小
中
運
動
会
で
の
全
校
生
徒
参

加
紅
白
リ
レ
ー
の
写
真
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
声
に
勇
気
と
希

望
を
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
多

く
の
声
が
聞
け
る
よ
う
に
、
生
活

環
境
の
整
備
を
進
め
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
遠
藤　

一
善
）


